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SDGｓ(Sustainable Development Goals)とは 

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指す、国際社会全体の開発目標です。環境・

経済・社会をめぐる課題について、17のゴールと 169のターゲットが示されています。 



脱炭素社会の構築
ＳＤＧｓの 17のゴール 

目標１（貧困） 地球上のあらゆる形の貧困をなくそう。 

目標２（飢餓） 
飢えをなくし、誰もが栄養のある食糧を十分に手に入れられるよう

地球の環境を守り続けながら農業を進めよう。 

目標３（保健） 誰もが健康で幸せな生活を送れるようにしよう。 

目標４（教育） 
誰もが公平に、良い教育を受けられるように、また一生に渡って学

習できる機会を広めよう。 

目標５（ジェンダー） 
男女平等を実現し、全ての女性と女の子の能力を伸ばし可能性を広

げよう。 

目標６（水・衛生） 
誰もが安全な水とトイレを利用できるようにし、自分たちでずっと

管理していけるようにしよう。 

目標７（エネルギー） 
全ての人が、安くて安全で現代的なエネルギーをずっと利用できる

ようにしよう。 

目標８（経済成長と雇用） 
みんなの生活を良くする安定した経済成長を進め、誰もが人間らし

く生産的な仕事ができる社会を作ろう。 

目標９（インフラ、イノベーション）  
災害に強いインフラを整え、新しい技術を開発し、みんなに役立つ

安定した産業化を進めよう。 

目標 10（不平等） 世界中から不平等を減らそう。 

目標 11（持続可能な都市） 誰もがずっと安全に暮らせて災害にも強いまちを作ろう。 

目標 12（持続可能な生産と消費） 
生産者も消費者も、地球の環境と人々の健康を守れるよう、責任あ

る行動をとろう。 

目標 13（気候変動） 気候変動から地球を守るために、今すぐ行動を起こそう。 

目標 14（海洋資源） 海の資源を守り、大切に使おう。 

目標 15（陸上資源） 
陸の豊かさを守り、砂漠化を防いで多様な生物が生きられるように

大切に使おう。 

目標 16（平和） 
平和で誰もが受け入れられ、全ての人が法や制度で守られる社会を

作ろう。 

目標 17（実施手段） 世界の全ての人がみんなで協力し合い、これらの目標を達成しよう。 

                       出典：公益財団法人日本ユニセフ協会ＨＰ 
 

 

 



－ 1－

脱炭素社会の構築
ＳＤＧｓの 17のゴール 

目標１（貧困） 地球上のあらゆる形の貧困をなくそう。 

目標２（飢餓） 
飢えをなくし、誰もが栄養のある食糧を十分に手に入れられるよう

地球の環境を守り続けながら農業を進めよう。 

目標３（保健） 誰もが健康で幸せな生活を送れるようにしよう。 

目標４（教育） 
誰もが公平に、良い教育を受けられるように、また一生に渡って学

習できる機会を広めよう。 

目標５（ジェンダー） 
男女平等を実現し、全ての女性と女の子の能力を伸ばし可能性を広

げよう。 

目標６（水・衛生） 
誰もが安全な水とトイレを利用できるようにし、自分たちでずっと

管理していけるようにしよう。 

目標７（エネルギー） 
全ての人が、安くて安全で現代的なエネルギーをずっと利用できる

ようにしよう。 

目標８（経済成長と雇用） 
みんなの生活を良くする安定した経済成長を進め、誰もが人間らし

く生産的な仕事ができる社会を作ろう。 

目標９（インフラ、イノベーション）  
災害に強いインフラを整え、新しい技術を開発し、みんなに役立つ

安定した産業化を進めよう。 

目標 10（不平等） 世界中から不平等を減らそう。 

目標 11（持続可能な都市） 誰もがずっと安全に暮らせて災害にも強いまちを作ろう。 

目標 12（持続可能な生産と消費） 
生産者も消費者も、地球の環境と人々の健康を守れるよう、責任あ

る行動をとろう。 

目標 13（気候変動） 気候変動から地球を守るために、今すぐ行動を起こそう。 

目標 14（海洋資源） 海の資源を守り、大切に使おう。 

目標 15（陸上資源） 
陸の豊かさを守り、砂漠化を防いで多様な生物が生きられるように

大切に使おう。 

目標 16（平和） 
平和で誰もが受け入れられ、全ての人が法や制度で守られる社会を

作ろう。 

目標 17（実施手段） 世界の全ての人がみんなで協力し合い、これらの目標を達成しよう。 

                       出典：公益財団法人日本ユニセフ協会ＨＰ 
 

 

 



－ 2－

循環型社会の構築

流出したものと言われていることから、富士川上流域にあたる山梨県とも

連携し、合同で実施しました。

　引き続き６つのＲを実践してもらえるよう啓発に取り組んでいきます。

ＨＰはこちら

ＨＰはこちら

脱炭素社会の構築
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自然共生社会の構築

ＨＰはこちら

構築し、分析の結果、陸域の生活排水、森林、畑地等が、駿河

湾のプランクトン生産を支える栄養物質の大切な供給源である

ことが科学的に明らかになりました。

良好な生活環境の確保
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自然共生社会の構築自然共生社会の構築

ＨＰはこちら
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